
四
一

　

一
、
は
じ
め
に

　

在
坂
前
期
（
明
和
・
安
永
年
間
）
に
お
け
る
尾
藤
二
洲
（
一
七
四
九
―
一
八
一
三
）
の
生
活
と
交
友
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
場
合
、

頼
春
水
が
記
し
た
、
青
春
時
代
の
メ
モ
ワ
ー
ル
『
在
津
紀
事
』
は
、
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
。
前
稿（

１
）に

お
い
て
は
、『
在
津
紀
事
』
を
主

軸
と
し
な
が
ら
、
頼
春
水
・
片
山
北
海
・
中
井
履
軒
と
の
交
友
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
同
じ
手
法
に
よ
っ
て
、
古ふ

る

林ば
や
し

立り
つ

菴あ
ん

・
赤あ
か

松ま
つ

眉び

公こ
う

・
隠お

岐き

茱し
ゅ

軒け
ん

・
古こ

賀が

精せ
い

里り

と
の
交
友
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
次
節
で
は
、
前
稿
に
お
い
て
掲
載
の
余
裕
が
な
か
っ
た
頼
春
水
関
連
の
記
事
を
紹
介
し
て
お
き
た
い（

２
）。

　

二
、
頼
春
水
と
『
中
庸
首
章
図
解
』

　

①
〔
一
六
七
〕
吾
が
塾
生
一
夜
外
よ
り
帰
り
報
ず
、
上う
へ

町ま
ち

火
を
失
す
と
。
時
に
志
尹
上
町
に
居
る
。
余
二
三
の
塾
生
を
拉ら
つ

し
、
走
つ
て

こ
れ
を
救
ふ
。
至
れ
ば
則
ち
そ
の
火
甚
だ
遠
し
。
志
尹
孤
坐
し
、
燈
下
に
在
つ
て
書
を
攤ひ

ら

く
。
乃
ち
先
に
塾
生
を
遣
り
還か
へ

し
、
与
に

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

― 

在
坂
前
期
に
お
け
る
古
林
立
菴
・
赤
松
眉
公
・
隠
岐
茱
軒
・
古
賀
精
里
と
の
交
友

諸　

田　

龍　

美



四
二

中
庸
首
章
の
章
図
を
論
じ
、
夜
半
茶
を
喫
し
て
帰
る
。

　
　
　
　

上
町
…
…
江
戸
時
代
に
は
大
川
よ
り
安
堂
寺
橋
筋
の
間
で
東
横
堀
川
の
東
の
地
域
。
城
代
・
町
奉
行
を
は
じ
め
与
力
・
同
心
の

役
所
・
屋
敷
が
あ
っ
た（

３
）。

　
　
　
　

至
れ
ば
…
…
稿
本
は
「
踰
二
東
渠
一
」
の
三
字
を
「
至
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　

中
庸
首
章
の
章
図
…
…
与
楽
園
叢
書
・
一
に
「
中
庸
首
章
図
解
」
を
収
載
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
春
に
二
、
三
の
同
志

と
作
る
と
い
う
。
ま
た
同
叢
書
・
一
に
中
庸
知
仁
勇
図
解
・
中
庸
章
図
・
中
庸
二
十
七
章
大
小
相
資
首
尾
相
応
図
を
収
め

る
。

　
【
通
釈
】
わ
た
し
の
塾
生
が
、
あ
る
夜
、
外
か
ら
帰
る
と
「
上
町
で
火
事
が
起
き
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
。
当
時
、
志
尹
（
尾
藤
二
洲
）

は
上
町
に
住
ん
で
居
た
の
で
、
わ
た
し
は
二
、三
名
の
塾
生
を
引
き
連
れ
て
、
走
っ
て
救
い
に
向
か
っ
た
。
到
着
し
て
み
る
と
、
そ
の
火

事
は
随
分
遠
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
志
尹
は
、
独
り
で
燈
下
に
坐
り
、
書
物
を
開
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
先
に
塾
生
を
帰
ら
せ
て
、
二
人

で
『
中
庸
』
首
章
の
章
図
に
つ
い
て
論
じ
、
夜
中
に
、
茶
を
飲
ん
で
帰
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
【
考
察
】
二
洲
が
『
中
庸
首
章
図
解
』
を
撰
し
た
の
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
春
、
三
十
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。『
中
庸
首
章
図

解
』
は
、
そ
の
六
年
後
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
仲
冬
に
重
修
訂
正
さ
れ
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
。

　

二
洲
が
大
坂
上
街
（
上
町
）
で
開
塾
し
た
の
は
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）、
二
十
六
歳
の
折
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
上
町
火
災
の
記

事
は
、
最
大
限
に
見
積
も
れ
ば
、
安
永
元
年
（
開
塾
）
か
ら
天
明
五
年
（
重
修
訂
正
）
の
間
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
白
木
豊

氏
は
「
此
の
頃
（『
中
庸
首
章
図
解
』
を
撰
し
た
安
永
八
年
春
）
の
事
で
あ
ろ
う
か
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

４
）。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
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『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

事
は
、
お
そ
ら
く
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
二
月
に
発
生
し
た
「
天
満
の
大
火
」
の
折
の
出
来
事
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

　

さ
て
、
天
明
五
年
に
、
当
該
書
を
重
修
訂
正
し
た
折
の
跋
文
に
は
「
己
亥
（
安
永
八
年
）
の
春
、
二
三
の
同
志
と
（『
中
庸
』
の
）
性
・

道
・
教
の
義
を
論
ず
。
因
っ
て
図
解
一
巻
を
著
す
」
と
あ
る（

５
）。
こ
の
「
二
三
の
同
志
」
の
一
人
が
頼
春
水
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
上
記
の

『
在
津
紀
事
』
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
人
は
、
赤
松
子
方
で
あ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
後
述
し

た
い
。

　

何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
逸
話
に
は
、
足
の
悪
い
二
洲
が
火
災
か
ら
逃
げ
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
て
、
塾
生
と
疾
駆
す
る
春

水
（
三
十
三
、四
歳
）
の
篤
い
友
情
と
、
そ
の
後
の
、
泰
然
自
若
た
る
二
学
者
の
風
姿
と
が
、
鮮
や
か
な
対
照
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
さ

れ
て
お
り
、
印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
中
庸
首
章
図
解
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
洲
自
身
が
、
そ
の
初
稿
の
最
後
部
（『
静
寄
軒
集
』
巻
之
八
所
収
）
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

　
　

中
庸
の
本
旨
は
、
唯
だ
斯
の
道
の
天
に
出
づ
る
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
。
故
に
層か

さ

ね
層
ね
て
図
を
為つ
く

れ
り
。
固
よ
り
支
離
に
近
き

な
り
。
但
だ
余
の
意
、
初
学
を
し
て
此
れ
に
因
っ
て
以
て
略ほ

ぼ

性
と
気
と
の
分
、
道
と
教
の
別
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
若
し

夫
れ
明
ら
か
な
る
者
は
、
豈
に
此
れ
を
待
た
ん
や
。

こ
の
記
述
に
つ
い
て
、
白
木
氏
は
次
の
ご
と
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
〔
前
掲
注（
４
）書
・
二
六
一
頁
〕。

　
　

こ
れ
は
『
中
庸
首
章
図
解
』
に
載
せ
て
あ
る
最
後
の
文
で
あ
る
。
支
離
に
近
い
と
か
、「
中
庸
」
の
真
意
に
明
ら
か
な
者
は
、
此
の

図
解
に
待
つ
必
要
は
な
い
と
か
言
っ
て
い
る
の
は
謙
辞
で
あ
る
。
講
義
す
る
学
者
た
ち
が
「
後
生
の
為
め
に
中
庸
を
講
ず
る
に
、
此

れ
に
就
き
て
指
示
す
れ
ば
甚
だ
入
り
易
し
」
と
伝
写
し
て
珍
重
し
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
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し
か
し
結
局
、『
中
庸
首
章
図
解
』
は
大
坂
に
お
い
て
は
出
版
さ
れ
ず
、
二
洲
が
江
戸
に
下
っ
た
後
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
、

門
人
池
野
孝
暢
の
手
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
、
は
じ
め
て
日
の
目
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
後
ほ
ど
考
察
し
た
い
。

　

三
、
古
林
立
菴
と
の
交
友

　

次
に
、
大
坂
の
著
名
な
医
師
で
あ
っ
た
古ふ
る

林ば
や
し

立
菴
と
の
交
友
を
示
す
記
事
を
と
り
あ
げ
る
。

　

②
〔
五
五
〕
古
林
立
菴
は
見
宜
の
族
な
り
。
常
に
素そ

難な
ん

を
講
じ
、
津し
ん

津し
ん

已や

ま
ず
。
人
以
て
迂う

緩く
わ
ん

と
為な

す
。
余
と
志
尹
と
皆
交
は
り
善

し
。
志
尹
の
塾
生
久
し
く
病
み
、
百
方
効
無
し
。
一
日
立
菴
に
過よ

ぎ

り
、
談
病
生
に
及
ぶ
。
立
菴
曰
く
。「
先
生
を
訪
ふ
毎ご
と

に
、
吾
そ

の
言
貌
を
見
る
。
蓋
し
風
邪
未い

ま

だ
除
か
ざ
る
の
み
。
憂
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
そ
の
説
五
行
を
引
拠
し
、
冗
長
厭
ふ
べ
し
。

翌
日
来
診
し
て
曰
く
。「
果
し
て
吾
の
測
る
所
の
如
し
」
と
。
乃
ち
薬
を
与
ふ
。
五
七
日
に
し
て
愈
ゆ
。
志
尹
余
に
謂
つ
て
曰
く
。

「
彼
の
素
難
の
学
も
亦
た
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

　
　
　
　

古
林
立
菴
…
…
一
七
三
六
―
九
九
年
。
名
は
正
惇
、
字
は
君
実
、
号
は
荊
南
。
初
め
、
高
松
氏
、
古
林
正
桂
を
嗣
ぎ
二
代
立
菴

を
称
す
。
墓
碑
銘
は
『
大
阪
訪
碑
録
』
所
掲
。

　
　
　
　

見
宜
…
…
古
林
見
宜
（
一
五
七
九
―
一
六
五
七
）。
そ
の
子
孫
は
代
々
大
坂
の
医
家
と
な
り
見
宜
堂
と
称
し
た
。『
在
津
紀
事
』

〔
五
四
〕
の
記
事
に
も
「
古
林
氏
は
浪
華
の
名
医
な
り
」
と
あ
る
。
安
永
版
「
浪
華
郷
友
録
」
に
本
家
の
見
宜
堂
正
虎
、

別
家
の
立
菴
正
惇
、
別
系
の
槐
庵
を
登
載（

６
）。

　
　
　

※
素
難
…
…
医
書
『
難
経
』
の
こ
と
。
正
式
に
は
『
黄
帝
八
十
一
難
経
』。「
内
経
」
の
八
十
一
の
難
解
な
部
分
を
説
い
た
書
と
さ
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『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

れ
、
と
く
に
鍼
灸
学
の
分
野
で
は
重
ん
じ
ら
れ
た
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
中
国
・
日
本
と
も
に
、
元
代
の
滑
寿
が
注
し

た
『
難
経
本
義
』
が
最
も
広
く
用
い
ら
れ
た
。

　
　
　

※
迂
緩
…
…
回
り
く
ど
く
手
ぬ
る
い
。
遅
滞
。
／
※
言
貌
…
…
言
葉
と
容
貌
。
／
五
行
…
…
陰
陽
五
行
説
。

　
【
通
釈
】
古
林
立
菴
は
（
古
林
）
見
宜
の
（
血
を
引
く
）
一
族
で
あ
る
。
常
に
『
素
難
』
に
つ
い
て
講
義
し
、
い
つ
ま
で
も
止
め
よ
う

と
し
な
か
っ
た
。
人
々
は
（
そ
れ
を
）
回
り
く
ど
い
や
り
方
だ
と
考
え
て
い
た
。
わ
た
し
と
尾
藤
志
尹
は
、
ど
ち
ら
も
（
立
菴
と
）
仲
が

良
か
っ
た
。
志
尹
の
塾
生
が
長
く
病
み
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
試
み
た
が
効
果
が
無
か
っ
た
。
あ
る
日
、
立
菴
の
屋
敷
に
立
ち
寄
り
、
話
が

こ
の
病
気
の
塾
生
に
及
ん
だ
際
、
立
菴
は
こ
う
言
っ
た
。「（
尾
藤
）
先
生
を
訪
問
す
る
た
び
に
、
わ
た
し
は
そ
の
（
塾
生
の
）
話
し
ぶ
り

や
容
貌
を
見
て
お
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
風
邪
が
ま
だ
抜
け
な
い
だ
け
で
し
ょ
う
。
心
配
す
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
」
と
。
そ
の
際
の
説
明

は
五
行
説
を
論
拠
に
引
用
し
つ
つ
、
ぐ
だ
ぐ
だ
と
嫌
に
な
る
ほ
ど
長
い
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
日
（
塾
生
の
も
と
に
）
来
診
し
て
こ
う
い
っ

た
。「
や
は
り
私
が
推
測
し
た
通
り
で
す
」
と
。
そ
こ
で
薬
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
五
日
か
ら
七
日
ほ
ど
で
治
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
志
尹
が

わ
た
し
に
語
っ
て
い
う
に
は
「
彼
の
『
素
難
』
の
学
問
も
、
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
わ
い
」
と
。

　
【
考
察
】
二
洲
と
古
林
氏
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
に
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
上
坂
の
折
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
。「
藤
村
・
合
田
二
老
人
に
与
ふ
る
書
」（『
静
寄
軒
集
』
巻
之
五
）
の
中
で
、
二
洲
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

歳
の
庚
寅
（
明
和
七
年
）、
大
阪
に
来
り
、
病
を
医
古
林
氏
（
大
阪
の
名
医
、
世
々
見
冝
堂
と
称
し
た
）
に
養
い
、
た
ま
た
ま
蘐け

ん

園え
ん

随
筆
（
徂
徠
の
著
。
正
徳
四
年
刊
。
七
巻
）
を
読
む
。
こ
こ
に
お
い
て
始
め
て
物
氏
の
説
に
疑
あ
り
。

つ
ま
り
、
二
洲
は
、
上
坂
後
す
ぐ
に
片
山
北
海
の
元
へ
身
を
寄
せ
た
の
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
の
間
は
見
宜
堂
古
林
氏
の
元
に
滞
在
し
て
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い
た
の
で
あ
る
。
白
木
氏
は
、
郷
里
川
之
江
で
暮
ら
す
二
洲
の
父
に
つ
い
て
「
父
は
病
気
に
な
る
と
上
阪
し
て
療
養
し
、
よ
く
な
る
と

帰
っ
た
り
し
て
い
る
」（
前
掲
書
・
八
五
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
同
じ
事
情
を
当
て
は
め
れ
ば
、
明
和
七
年
に
お
け
る
二
洲
の
上
坂

も
、
直
接
の
切
っ
掛
け
、
も
し
く
は
名
目
の
上
で
は
、「
病
気
療
養
た
め
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

い
ま
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
逸
話
に
お
い
て
二
洲
は
、「
彼
の
素
難
の
学
も
亦
た
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
彼
の
『
素
難
』

の
学
問
も
、
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
わ
い
）」
と
、
い
や
し
く
も
「
浪
華
の
名
医
」
の
家
系
に
連
な
る
、
十
一
歳
年
長
の
立
菴

（
正
惇
）
を
、
む
し
ろ
見
下
す
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
立
菴
は
、
二
洲
を
「
先
生
」
と
呼
ん
で
い
る
。
当
時
に

お
け
る
、
儒
者
と
医
師
と
の
身
分
関
係
（
あ
る
い
は
精
神
的
立
場
）
が
推
し
量
れ
る
よ
う
な
逸
話
で
あ
ろ
う
。
特
に
二
洲
の
場
合
は
、
幼

児
か
ら
足
疾
を
抱
え
、
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
儒
学
の
知
識
を
補
助
と
し
な
が
ら
、
医
学
方
面
に
も
相
当
の
知
識
を
有
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
専
家
意
識
（
自
信
）
が
、
立
菴
へ
の
軽
視
と
な
っ
て
現
れ
た
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
白
木
氏
は

「
二
洲
が
（
明
和
七
年
に
上
坂
し
た
際
に
）
病
を
診
て
貰
っ
た
の
は
、
古
林
正
桂
か
正
惇
な
の
で
あ
ろ
う
」（
前
掲
書
・
二
九
五
頁
）
と
推

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
逸
話
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ
れ
は
正
惇
（
立
菴
）
で
は
な
く
、
父
の
正
桂
で
あ
っ
た
か
。

　

な
お
、
白
木
氏
の
著
書
に
は
、
二
洲
と
立
菴
と
の
、
詩
文
の
交
友
に
関
す
る
紹
介
も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し
て
お
く
（
二
九
五

～
二
九
六
頁
）。

　
　

正
惇
は
君
実
と
号
し
て
い
た
ら
し
く
、
文
雅
の
人
で
、
其
処
で
詩
会
も
度
々
開
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
詩
が
あ
り
、
ま
た
「
盆
白

桃
、
古
林
君
実
の
需も

と

め
に
応
ず
」
る
詩
、「
古
林
君
実
の
母
氏
八
十
を
賀
す
」
詩
二
首
等
が
残
っ
て
い
る
。
次
の
一
首
だ
け
を
記
し

て
お
く
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）、
三
十
四
才
。

　
　
　
　
　

三
月
朔
、
過
り
て
見
宜
堂
に
飲
む

　
　

城
頭
園
古
転
嬋
娟　
　

城
頭　

園
古
り
て　

転う
た
た　

嬋せ
ん

娟け
ん



四
七

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

　
　

花
樹
幾
株
囲
石
泉　
　

花
樹
幾
株　

石
泉
を
囲
む

　
　

万
顆
泛
珠
魚
潜
処　
　

万
顆　

珠
を
泛う

か

べ
て　

魚
潜
む
処

　
　

千
枝
擎
雪
鳥
栖
辺　
　

千
枝　

雪
を
擎さ

さ

げ
て　

鳥
栖す

む
辺あ
た
り　

　
　

疎
簾
細
細
詩
中
雨　
　

疎
簾　

細
細　

詩
中
の
雨

　
　

曲
径
重
重
杯
裏
烟　
　

曲
径　

重
重　

杯
裏
の
烟

　
　

寧
道
幽
情
難
暢
叙　
　

寧な
ん

ぞ
道い

わ
ん　

幽
情　

暢
叙
し
難
し
と

　
　

永
和
佳
節
早
相
先　
　

永
和
の
佳
節　

早
く
も
相
先
だ
つ

　

四
、
赤
松
眉
公
と
の
交
友

　

②
〔
一
二
九
〕
眉
公
（
姓
は
赤
松
、
名
は
尨
、
水
野
尾
正
珉
を
以
て
行
は
る
）
医
を
善
く
す
。
書
詩
皆
巧
み
な
り
。
篆
刻
は
芙
蓉
・
子

琴
と
美
を
駢な

ら

ぶ
。
而
し
て
人
こ
れ
を
知
る
莫
き
な
り
。
貧
甚
だ
し
。
後
南
都
に
徙う
つ

つ
て
死
す
。
赤
松
子
方
毎
に
そ
の
懶
漫
に
し
て
生

を
為
す
能
は
ざ
る
を
誚し

か

る
。
一
日
志
尹
の
宅
に
会
す
。
子
方
曰
く
。「
吾
子
虚
舟
を
見
ざ
る
か
。
そ
の
刻
を
以
て
、
母
を
し
て
坐
食

せ
し
む
。
吾
子
の
刻
、
即
ち
虚
舟
に
及
ば
ず
し
て
、
盍な

ん

ぞ
少
し
く
自
ら
奮ふ
る

は
ざ
る
か
」
と
。
眉
公
素
よ
り
簡
黙
な
り
。
こ
の
語
を
聞

く
に
至
り
、
則
ち
徐

お
も
む
ろ

に
曰
く
。「
僕
の
刻
を
以
て
、
虚
舟
が
輩
に
比
す
る
か
」
と
。
子
方
顧
み
て
志
尹
に
問
ふ
、「
如
何
」
と
。
志

尹
曰
く
、「
唯
だ
千
秋
も
亦
た
以
て
虚
舟
に
勝
れ
り
と
為
す
」
と
。
子
方
愕
然
た
り
。
已
に
し
て
曰
く
。「
苟か

り

に
も
然
ら
ば
、
吾

益
ま
す
ま
す

譲
誚
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
伎
以
て
そ
の
身
を
潤
す
に
足
る
。
而
る
に
狼
狽
こ
こ
に
至
る
」
と
。
眉
公
嘿も
く

然ね
ん

と
し
て
復
た
言
は

ず
。
子
方
眉
公
を
愛
す
る
こ
と
親
眷
の
如
く
然
り
。



四
八

　
　
　
　

眉
公
…
…
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
以
前
没
、
享
年
未
詳
。
眉
公
は
字
。
名
は

と
も
。
号
は
漁
石
。
安
永
四
年
版
「
浪
華
郷

友
録
」・
同
六
年
版
「
難
波
丸
綱
目
」
と
も
水
野
尾
正
珉
の
名
で
作
印
家
の
項
に
あ
げ
る
。
春
水
遺
稿
・
九
（
ま
た
春
水

文
稿
・
三
）
に
「
漁
石
印
譜
序
」（
文
化
六
年
）
を
収
め
、
静
寄
軒
集
・
五
に
「
題
二
眉
公
印
譜
後
一
」
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
眉
公
の
人
と
為
り
を
伝
え
る
。
小
竹
標
記
「
堀
江
大
火
、
眉
公
僑
寓
在
レ
近
、
越
高
洲
走
拯
、
其
家
臨
レ
水
、
眉
公
引

満
、
指
二
其
所
一
レ
焼
曰
、
雲
烟
呑
吐
如
二
竜
上
一
レ
天
、
不
レ
好
二
下
物
一
乎
、
不
三
復
移
二
家
什
一
、
高
洲
子
方
之
子
也
」。
越

智
高
洲
は
四
八
条
（
天
満
の
大
火
）
の
赤
松
春
菴
の
子
。
大
火
の
さ
い
の
赤
松
春
菴
と
赤
松
眉
公
の
態
度
を
対
照
さ
せ

る
。

　
　
　
　

芙
蓉
…
…
高
芙
蓉
の
こ
と
。
一
七
二
二
―
八
四
年
。
名
は
孟
彪
、
字
は
孺
皮
、
号
は
芙
蓉
。
高
は
出
身
地
甲
斐
高
梨
を
修
し
た

も
の
。
近
藤
斎
宮
・
大
島
逸
記
と
も
称
す
。
清
雅
な
印
風
を
生
み
出
し
、
印
聖
と
称
さ
れ
た
。

　
　
　
　

子
琴
…
…
葛
子
琴
（
一
七
三
九
―
八
四
）。
橋
本
氏
、
本
姓
葛
城
、
修
し
て
葛
。
名
は
張
、
字
は
子
琴
、
通
称
は
橋
本
貞
元
、

号
は
螙
庵
。
大
坂
の
人
。
医
者
。
混
沌
社
を
代
表
す
る
詩
人
で
、
篆
刻
も
妙
手
。

　
　
　
　

赤
松
子
方
…
…
赤
松
春
菴
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
没
、
享
年
未
詳
。
子
方
は
字
。
号
は
春
菴
。
本
姓
を
も
っ
て
越
智
訒
巣

と
も
称
す
。
播
磨
の
人
。
宝
暦
末
に
片
山
北
海
に
入
門
、
平
沢
旭
山
・
佐
々
木
魯
菴
と
医
学
に
励
ん
だ
（
平
沢
旭
山
「
漫

遊
草
」）。
の
ち
医
を
業
と
し
、
道
学
者
を
も
っ
て
自
ら
任
じ
た
。
尾
藤
二
洲
と
も
っ
と
も
親
善
。
越
智
高
洲
は
そ
の
男
。

　
　
　

※
吾
子
…
…
あ
な
た
。
相
手
を
親
し
ん
で
呼
ぶ
称
。

　
　
　
　

虚
舟
…
…
前
川
虚
舟
。
生
没
年
未
詳
。
名
は
利
渉
、
字
は
虚
舟
、
号
は
石
鼓
館
。
大
坂
の
人
。
篆
刻
家
。〔『
在
津
紀
事
』
の
〕

刊
本
に
な
い
が
稿
本
は
こ
の
条
の
前
に
「
虚
舟
前
川
清
三
郎　

亦
以
彫
刻
名
、
摹
帖
篆
印
皆
巧
、
著
二
稽
古
印
史
一
、
…
」

と
あ
る
。



四
九

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

　
　
　

※
坐
食
…
…
働
か
ず
に
食
ら
う
。
／
※
簡
黙
…
…
こ
と
ば
数
が
少
な
い
こ
と
。
寡
黙
。
／
千
秋
…
…
頼
春
水
の
こ
と
。

　
　
　
　

譲
誚
…
…
し
か
り
責
め
る
。
／
※
狼
狽
…
…
こ
こ
で
は
、
つ
ま
づ
く
こ
と
。
生
活
が
立
ち
ゆ
か
な
い
こ
と
を
い
う
。

　
　
　

※
嘿
然
…
…
だ
ま
っ
て
い
る
さ
ま
。
し
ず
か
な
さ
ま
。

　
【
通
釈
】
眉
公
（
姓
は
赤
松
、
名
は
尨
、
水
野
尾
正
珉
の
名
で
知
ら
れ
て
い
た
）
は
医
術
に
長
け
て
い
た
。
書
道
も
詩
作
も
、
み
な
上

手
で
あ
っ
た
。
篆
刻
は
（
妙
手
と
し
て
知
ら
れ
る
）
高
芙
蓉
や
葛
子
琴
（
の
作
品
）
と
肩
を
並
べ
る
美
し
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

こ
と
を
知
る
者
は
お
ら
ず
、
甚
だ
貧
乏
で
あ
っ
た
。
後
に
南
都
（
奈
良
）
に
転
居
し
て
亡
く
な
っ
た
。
赤
松
子
方
は
い
つ
も
（
眉
公
が
）

な
ま
け
怠
っ
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
生
活
が
営
め
な
い
こ
と
を
𠮟
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
尾
藤
志
尹
の
家
に
集
っ
た
際
、
子
方
は
（
眉
公
に
）

こ
う
言
っ
た
。「
そ
な
た
、（
前
川
）
虚
舟
を
見
て
ご
ら
ん
。
自
分
の
篆
刻
で
も
っ
て
、
母
を
働
か
せ
る
こ
と
も
な
く
養
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
そ
な
た
の
篆
刻
（
の
腕
前
）
は
、
虚
舟
よ
り
劣
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
う
ち
ょ
っ
と
奮
起
し
（
て
腕
を
上
げ
よ
う
と
し
）

な
い
の
か
」
と
。
眉
公
は
、
ふ
だ
ん
は
寡
黙
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
を
聞
く
に
至
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
こ
う
言
っ
た
。「
わ
た
し
の
篆

刻
を
、
虚
舟
の
よ
う
な
者
と
比
べ
る
の
か
」
と
。
子
方
は
振
り
返
っ
て
志
尹
に
「
ど
う
思
う
か
」
と
尋
ね
た
。
志
尹
は
「
わ
た
し
だ
け
で

な
く
（
頼
）
千
秋
も
、（
眉
公
の
ほ
う
が
）
虚
舟
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
子
方
は
驚
い
た
様
子
で
あ
っ
た

が
、
聞
い
た
後
で
こ
う
言
っ
た
。「
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
ま
す
ま
す
叱
責
せ
ず
に
は
お
れ
ぬ
わ
い
。
身
を
立
て
る
に
十
分
な
良
い
腕
前
を

持
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
落
ち
ぶ
れ
る
と
は
」
と
。
眉
公
は
黙
っ
た
ま
ま
、
も
う
何
も
言
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
子
方
が
眉

公
を
愛
す
る
こ
と
は
、
ま
る
で
身
内
の
者
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
【
考
察
】
赤
松
眉
公
に
つ
い
て
、『
在
津
紀
事
』
で
は
こ
の
逸
話
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る
が
、
多
彩
な
才
能
を
持
ち
、
殊
に
篆
刻
に
関



五
〇

し
て
は
、
当
時
有
名
で
あ
っ
た
高
芙
蓉
や
葛
子
琴
と
肩
を
並
べ
る
妙
手
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
葛
子
琴
の
篆
刻
の
腕
前
に
つ
い
て
は
、

『
在
津
紀
事
』〔
一
四
〕
に
「
子
琴
は
笙し

ょ
う

及
び
觱ひ
ち

篥り
き

を
善
く
し
、
篆
刻
は
妙
手
と
為
す
」
と
あ
る
。
高
芙
蓉
に
つ
い
て
も
『
在
津
紀
事
』

〔
一
二
五
〕〔
一
二
六
〕
に
篆
刻
に
纏
わ
る
記
事
を
載
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
さ
れ
て
い
る
中
村
真
一
郎
氏
の
文

章
を
引
用
し
て
お
く（

７
）。

　
　

芙
蓉
、
名
は
孟
彪
、
字
は
孺
皮
、
甲
州
高
梨
の
人
。
…
…
少
に
し
て
医
を
学
ん
だ
が
、
自
ら
欲
す
る
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
の
で
、

去
っ
て
京
に
遊
び
、
広
く
時
流
と
交
り
、
特
に
篆
刻
の
技
は
海
内
無
双
で
あ
り
、
柴
野
栗
山
も
、
皆
川
淇
園
も
、
彼
を
印
聖

0

0

と
呼
ん

だ
。

　
　
　

蒹
葭
堂
（
木
村
巽
斎
の
私
設
博
物
館
）
に
は
『
蘇
氏
印
略
』
二
巻
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
も
と
芙
蓉
の
所
有
で
あ
っ

た
。
頼
春
水
の
『
在
津
紀
事
』
に
よ
る
と
、「
芙
蓉
の
篆
法
世
習
を
一
洗
す
る
は
、
一い

つ

に
蘇
氏
を
以
て
範
と
為
す
な
り
」
と
あ
る
。

　
　
　

芙
蓉
は
ま
た
茶
道
に
お
い
て
も
造
詣
が
深
く
、
煎
茶
の
器
具
「
キ
ビ
シ
ヤ
ウ
」
を
最
初
に
案
出
し
た
の
も
彼
だ
と
い
う
…
…
。
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）
六
十
三
歳
を
も
っ
て
江
戸
に
急
逝
す
る
と
、
長
い
好
誼
の
あ
っ
た
大
典
禅
師
が
彼
の
た
め
に
墓
碣
銘
を
作
っ

た
。
今
、
そ
れ
が
『
北
禅
文
草
』
巻
之
三
に
録
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

以
下
に
、
そ
の
一
部
を
抄
出
し
よ
う
。「
…
…
篆
刻
ノ
古
今
ニ
妙
絶
ナ
ル
ニ
至
ツ
テ
ハ
。
固モ

ト

ヨ
リ
論
ヲ
待
タ
ズ
。
海
内
、
皆
、
競

ヒ
乞
ヒ
テ
珍
ト
ス
焉
。
…
…
」（
後
略
）

　

要
す
る
に
、
赤
松
眉
公
は
、
こ
う
し
た
「
時
代
の
名
手
」
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
篆
刻
の
腕
前
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

生
か
し
て
母
を
養
う
と
い
う
、
世
俗
的
な
才
覚
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
生
活
無
能
力
者
で
あ
っ
た
眉
公
を

見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
親
身
に
な
っ
て
諌
言
す
る
赤
松
子
方
の
厚
情
が
、
こ
の
逸
話
の
主
題
で
あ
っ
て
、「
子
方　

眉
公
を
愛
す
る
こ
と

親
眷
の
如
く
然
り
」
と
い
う
最
後
の
一
文
は
、
そ
れ
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。



五
一

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

　

な
お
、『
静
寄
軒
集
』
巻
之
十
四
所
収
の
「
眉
公
が
印
譜
の
後
に
題
す
（
題
眉
公
印
譜
後
）」
は
、
二
洲
と
赤
松
眉
公
と
関
わ
り
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
か
ら
、
訓
読
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
お
く
。

　
　

眉
公
の
篆
刻
に
長
ず
る
や
、
蓋
し
一
時
に
無
比
な
り
と
云
う
、
豈
に
唯
に
篆
の
み
な
ら
ん
哉
、
亦
た
詩
を
善
く
し
亦
た
書
を
善
く

す
、
皆と

も

に
其
の
自
ら
許
す
所
な
り
。
其
の
寧
楽
（
奈
良
）
に
没
す
る
や
、
故
友
の
（
赤
松
）
子
方
の
子
の
士
亮
（
越
智
高
洲
）、
往

き
て
妻
児
を
訪
ね
、
其
の
遺
せ
る
印
紙
を
裒あ

つ

め
て
巻
と
為
し
、
将
に
以
て
諸こ
れ

を
世
に
伝
へ
ん
と
す
。
頼
千
秋
（
春
水
）
為
に
序
を
作

り
以
て
寄
せ
ら
る
。
余
も
亦
た
往
事
に
感
ず
る
こ
と
有
り
、
数
字
を
題
し
て
以
て
之
に
返
す
も
、
老
懶
に
し
て
文
を
成
す
能
は
ず
。

眉
公
は
狂
士
な
り
、
余
嘗か

つ

て
其
の
懶
を
警
す
。
今
や
乃
ち
揶
揄
し
て
我
を
地
下
に
笑
は
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
訓
読
文
に
も
登
場
し
、
先
の
③
〔
一
二
九
〕
の
逸
話
に
お
い
て
も
眉
公
を
叱
咤
激
励
し
て
い
た
、
赤
松
（
本
姓
は
越

智
）
子
方
と
い
う
、
こ
の
熱
情
あ
ふ
れ
る
人
物
は
、
尾
藤
二
洲
の
親
友
の
一
人
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
人
柄
を
よ
く
表
す
、
い
ま
一
つ
の

逸
話
が
、『
在
津
紀
事
』〔
四
八
〕
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

某
の
年
臘
月
念
九
、
天
満
の
郷が

う

火
を
失
し
、
延
焼
す
る
こ
と
数
百
戸
。
開
歳
の
客
来
り
拝
年
す
る
者
、
語
災
に
及
ば
ざ
る
は
莫な

し
。

赤
松
子
方
〔
名
は
邦
、
春
菴
を
以
て
行
は
る
〕
来
り
、
直
ち
に
中
庸
の
某
の
章
の
義
を
論
じ
て
曰
く
。「
今
北
海
に
過よ

ぎ

つ
て
こ
れ
を

論
ず
。
吾
未
だ
服
せ
ざ
る
な
り
」
と
。
天
を
指
し
地
に
画
き
、
談
論
風
生
じ
、
一
語
も
災
に
及
ば
ず
。

　
　
　
　

某
の
年
臘
月
念
九
…
…
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
二
月
十
九
日
（
二
十
九
日
で
は
な
い
）
の
天
満
の
大
火
（
摂
陽
奇
観
・

三
十
五
）。

　
　
　

※
天
満
の
郷が

う

…
…
大
坂
三
郷
の
一
つ
「
天
満
組
」
の
地
区
を
指
す
。
他
の
二
郷
は
、
北
組
と
南
組
。
天
満
組
は
、
今
の
北
区
天
満

宮
を
中
心
と
す
る
一
帯
。

　
　
　
　

拝
年
…
…
年
始
の
礼
。
／
名
は
邦
…
…
師
友
志
に
は
名
を
「
惟
義
」
と
す
る
。



五
二

　

こ
の
逸
話
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
天
満
の
大
火
」
は
、
安
永
六
年
の
歳
末
、
十
二
月
十
九
日
に
発
生
し
た
が
、
翌
七
年
の
年
明
け

早
々
に
、
年
始
の
挨
拶
を
兼
ね
て
頼
春
水
の
も
と
を
訪
れ
た
赤
松
子
方
は
、『
中
庸
』
を
め
ぐ
る
談
義
に
夢
中
と
な
る
あ
ま
り
、
年
末
の

大
火
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
誰
も
が
話
題
と
し
た
大
火
に
は
ま
っ
た
く
無
頓
着
で
、
ひ
た
す
ら
『
中

庸
』
の
談
義
に
夢
中
に
な
る
子
方
の
学
問
へ
の
熱
狂
ぶ
り
は
、
自
ず
か
ら
、
冒
頭
①
の
逸
話
で
紹
介
し
た
、
二
洲
の
姿
を
想
起
さ
せ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
先
の
逸
話
を
再
掲
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

①
〔
一
六
七
〕
吾
が
塾
生
一
夜
外
よ
り
帰
り
報
ず
、
上う

へ

町ま
ち

火
を
失
す
と
。
時
に
志
尹
上
町
に
居
る
。
余
二
三
の
塾
生
を
拉ら
つ

し
、
走
つ
て

　
　

こ
れ
を
救
ふ
。
至
れ
ば
則
ち
そ
の
火
甚
だ
遠
し
。
志
尹
孤
坐
し
、
燈
下
に
在
つ
て
書
を
攤ひ

ら

く
。
乃
ち
先
に
塾
生
を
遣
り
還か
へ

し
、
与
に

　
　

中
庸
首
章
の
章
図
を
論
じ
、
夜
半
茶
を
喫
し
て
帰
る
。

　

こ
の
逸
話
に
画
か
れ
た
、
大
火
の
夜
に
も
孤
坐
し
て
燈
下
に
書
を
ひ
ら
く
、
二
洲
の
沈
思
黙
考
の
風
姿
は
、
子
方
の
「
天
を
指
し
地
に

画
き
、
談
論
風
生
じ
」
る
熱
血
な
風
姿
と
比
べ
て
―
―
情
熱
の
現
れ
方
は
、
内
向
・
外
向
の
ベ
ク
ト
ル
を
著
し
く
異
に
す
る
も
の
の
―
―

『
中
庸
』
解
読
へ
の
非
常
な
る
熱
情
と
集
中
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
く
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
こ
の
二
つ
の
逸
話
は
、
こ
の
時
期
の
二
洲
と
子
方
（
そ
し
て
春
水
の
三
名
）
が
、
い
か
に
『
中
庸
』
読
解
と
い
う
テ
ー
マ
に

没
頭
し
て
い
た
か
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
あ
る
。
一
般
論
と
し
て
、
あ
る
学
者
が
、
一
つ
の
個
別
具
体
的
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
集
中

し
、
熱
狂
的
な
ほ
ど
関
心
を
高
め
る
期
間
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
長
く
は
な
い
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
、
二
洲
・
春
水
・
子

方
と
い
う
三
名
の
学
者
が
、
同
じ
『
中
庸
』
読
解
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
等
し
く
熱
中
す
る
、
と
い
う
期
間
は
、
せ
い
ぜ
い
一
、二

年
が
限
度
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し
た
点
を
も
勘
案
し
た
場
合
、
お
そ
ら
く
、
二
洲
と
子
方
、
双
方
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
言
及
さ
れ
た
火

災
は
、
何
れ
も
安
永
六
年
十
二
月
に
発
生
し
た
「
天
満
の
大
火
」
を
指
す
も
の
、
と
推
定
す
る
ほ
う
が
―
―
別
々
の
火
災
の
折
り
と
考
え

る
よ
り
も
―
―
よ
り
蓋
然
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
大
阪
市
消
防
局
が
発
行
し
た
『
大
阪
市



五
三

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

消
防
の
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、
安
永
年
間
の
火
災
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
六
年
十
二
月
に
発
生
し
た
当
該
の
火
災
一
件
の
み
で
あ

り
、「
堂
島
蜆
橋
北
東
詰
、
小
茶
屋
の
二
階
よ
り
出
火
」
し
て
「
淀
川
岸
ま
で
焼
抜
け
」
た
と
い
う
。「
堂
島
蜆
橋
」
は
、
今
の
北
区
曽
根

崎
新
地
一
丁
目
一
の
四
九
、
滋
賀
銀
行
梅
田
支
店
あ
た
り
に
相
当
し
、
当
時
、
二
洲
が
暮
ら
し
て
い
た
「
上
町
」
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
先
の
〔
一
六
七
〕
の
逸
話
に
「
至
れ
ば
則
ち
そ
の
火
甚
だ
遠
し

0

0

0

0

」
と
あ
る
点
と
、
却
っ
て
符
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
先
に
白
木
氏
が
冒
頭
①
の
二
洲
の
逸
話
を
、
安
永
八
年
春
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
た
点
は
、
修
正
の
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
や
や
想
像
の
翼
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
二
洲
が
三
十
三
歳
で
撰
し
た
『
中
庸
首
章
図
解
』
が
、
な
ぜ
、
そ
の
後
長
ら
く
出
版
さ

れ
ず
、
よ
う
や
く
二
十
二
年
後
の
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
そ
れ
が
、
大
坂
で
は
な
く
江0

戸
に
お
い
て

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
関
し
て
も
、
あ
る
程
度
そ
の
背
後
事
情
を
推
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、

先
の
〔
四
八
〕
の
逸
話
に
お
い
て
、
年
明
け
早
々
、
春
水
の
も
と
を
訪
れ
た
子
方
は
、
来
る
な
り
『
中
庸
』
の
あ
る
章
段
に
関
す
る
議
論

を
始
め
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
子
方
が
な
ぜ
大
げ
さ
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
す
ら
ま
じ
え
な
が
ら
、
熱
狂
的
に
論
じ
た
の
か
と

い
え
ば
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
直
前
に
片
山
北
海
の
も
と
で
『
中
庸
』
を
め
ぐ
る
議
論
を
戦
わ
せ
、
そ
の
興
奮
い
ま
だ
冷
め
や
ら
ず
と
い
う

状
態
で
、
春
水
の
も
と
を
訪
れ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。「
今　

北
海
に
過よ

ぎ

つ
て
こ
れ
を
論
ず
。
吾　

未
だ
服
せ
ざ
る
な
り
」
と
い
う
子
方

の
科
白
は
、
そ
れ
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
セ
リ
フ
に
よ
れ
ば
、『
中
庸
』
を
め
ぐ
る
北
海
と
子
方
の
議
論
は
、
互
い

に
噛
み
合
わ
ず
、
子
方
は
北
海
の
意
見
に
反
対
で
あ
っ
た
。
一
方
、
二
洲
の
『
中
庸
首
章
図
解
』
は
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
跋
文

で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
二
三
の
同
志
と
」
論
議
し
つ
つ
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
二
三
の
同
志
」
と
は
、
頼
春
水
と
赤
松
子
方

で
あ
っ
た
と
、
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、『
中
庸
首
章
図
解
』
の
内
容
に
は
、
お
そ
ら
く
、
片
山
北
海
の
『
中
庸
』
理
解
と
は
相

容
れ
な
い
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
書
物
を
、
師
匠
筋
に
あ
た
る
北
海
に

抗
っ
て
、
し
か
も
、
そ
の
膝
元
で
あ
る
大
坂
に
お
い
て
上
梓
す
る
こ
と
は
、
さ
す
が
の
二
洲
に
も
憚
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
天
明



五
四

五
年
に
『
中
庸
首
章
図
解
』
を
重
修
訂
正
し
た
際
の
跋
文
に
は
「
刻
し
て
こ
れ
を
伝
う
る
に
若
か
ず
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
際
の
出
版
が
、
遥
か
後
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
た
め
と
も

0

0

推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
子
方
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
そ
の
子
息
・
越
智
高
洲
は
、
二
洲
の
死
後
に
、
そ
の
全
集
で
あ
る
『
静
寄
軒
集
』
に
序
文
を
寄

せ
て
お
り
、
白
木
氏
は
こ
れ
を
詳
し
く
紹
介
し
て
（
前
掲
書
・
五
八
九
～
五
九
五
頁
）、「
師
の
偉
大
な
る
学
徳
を
世
に
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
畢
世
の
大
作
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
お
ら
れ
る
。

　

五
、
隠
岐
茱
軒
と
の
交
友　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

⑦
〔
一
三
一
〕
子
遠
は
大
阪
府
の
騎
士
為
り
。
騎
士
は
威
権
甚
だ
著
い
ち
じ
る

し
。
余
嘗
て
志
尹
と
伏
見
の
桃
山
に
遊
ぶ
。
子
遠
こ
れ
を
聞

き
、
従
は
ん
こ
と
を
請
ふ
。
吾
が
二
人
飄
然
と
し
て
船
に
上
る
。
船
京
橋
に
抵い

た

る
。
子
遠
旅
装
し
て
水す
い

沚し

に
竢ま

つ
。
舟
師
こ
れ
を
見

て
、
畏
敬
尤
も
甚
だ
し
。
子
遠
僕
従
を
還
し
て
船
に
上
り
、
篷
底
に
晤ご

語ご

す
。
翌
朝
伏
見
に
抵
り
、
桃
山
に
登
り
遊
観
日
を
竟を

ふ
。

子
遠
吾
が
二
人
に
事
ふ
る
こ
と
、
奴
隷
の
如
く
然
り
。
帰
後
来
謝
し
て
云
ふ
。「
疇
昔
の
遊
び
、
小
子
曠く

わ
う

歳さ
い

の
楽
事
な
り
」
と
。
蓋

し
子
遠
そ
の
権
勢
の
拘か

か
は

る
所
と
為
り
、
僅
か
に
大
坂
を
離
れ
て
、
始
め
て
そ
の
志
を
暢の

ぶ
る
な
り
。

　
　
　
　

子
遠
…
…
隠
岐
茱
軒
（
一
七
四
三
―
八
八
）。
名
は
秀
明
、
字
は
子
遠
ま
た
誠
甫
、
号
は
茱
軒
。
混
沌
社
に
参
加
。
詩
集
「
茱

萸
軒
集
」
の
春
水
序
（
文
化
四
年
）
に
「
後
入
二
我
社
一
、
崇
二
我
学
一
、
因
与
レ
余
親
焉
、
日
夕
𢭆
レ

、
与
二
塾
童
一
周

旋
、
蕭
然
一
書
生
也
」
と
。
茱
軒
は
米
津
正
栄
の
季
子
で
十
五
歳
の
と
き
隠
岐
朝
栄
の
養
嗣
と
な
る
。
静
寄
軒
集
・
八

「
隠
岐
誠
甫
墓
誌
銘
」
に
「
事
二
義
母
一
尤
謹
」。



五
五

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

　
　
　
　

大
阪
府
の
騎
士
…
…
京
橋
口
城
番
与
力
（
安
永
六
年
版
「
難
波
丸
綱
目
」
一
）。
因
み
に
、「
大
坂
」
の
坂
の
字
を
阪
と
す
る
例

が
宝
暦
頃
か
ら
み
ら
れ
（
摂
陽
奇
観
・
一
）、
底
本
に
も
大
坂
と
大
阪
が
混
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　

伏
見
の
桃
山
…
…
豊
臣
秀
吉
が
伏
見
山
に
築
い
た
伏
見
城
は
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
廃
城
と
な
り
、
そ
の
跡
に
桃
の
木
が
群

生
。
十
八
世
紀
後
半
か
ら
桃
山
と
よ
ば
れ
た
。

　
　
　
　

京
橋
…
…
寝
屋
川
に
か
か
り
、
い
ま
の
中
央
区
と
都
島
区
に
ま
た
が
る
橋
。
南
詰
は
大
坂
城
北
側
の
京
橋
口
に
通
じ
、
水
陸
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

　
　
　

※
篷
底
…
…
船
の
中
。
ま
た
、
船
底
。
／
※
晤
語
…
…
向
か
い
合
っ
て
語
る
。
ま
た
、
互
い
に
打
ち
解
け
て
語
る
。

　
　
　
　

桃
山
に
登
り
遊
観
日
を
竟
ふ
…
…
茱
萸
軒
集
・
一
「
登
二
桃
山
一
賞
花
」
は
こ
の
時
の
作
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

※
疇
昔
…
…
き
の
う
。
ま
た
、
過
日
。
／
曠
歳
…
…
久
し
い
年
月
。

　
【
通
釈
】（
隠
岐
）
子
遠
は
、
大
阪
府
の
与
力
（
騎
士
）
で
あ
っ
た
。
与
力
は
た
い
へ
ん
な
権
威
を
持
っ
て
い
た
。
わ
た
し
が
昔
（
尾

藤
）
志
尹
と
伏
見
の
桃
山
に
遊
ぼ
う
と
し
た
際
、
子
遠
が
こ
れ
を
聞
い
て
、
お
供
を
し
た
い
と
願
い
出
た
。（
当
日
）
我
ら
二
人
は
ひ
ら

り
と
上
船
し
た
。
船
が
京
橋
に
到
る
と
、
子
遠
が
、
旅
装
し
て
中
州
で
待
っ
て
い
た
。
船
頭
は
こ
れ
を
見
る
と
、
誰
に
対
す
る
よ
り
も
畏

れ
敬
っ
た
。
子
遠
は
下
男
を
帰
し
て
船
に
上
り
、（
三
人
は
）
船
の
中
で
打
ち
解
け
て
語
り
合
っ
た
。
翌
朝
、
伏
見
に
到
着
す
る
と
、
桃

山
に
登
り
、
終
日
見
物
し
て
ま
わ
っ
た
。（
そ
の
間
）
子
遠
が
我
々
二
人
に
仕
え
る
こ
と
、
あ
た
か
も
奴
隷
の
如
く
で
あ
っ
た
。
大
坂
に

戻
っ
た
後
、
礼
を
述
べ
に
来
た
際
に
は
「
過
日
の
遊
び
は
、
小
生
に
と
っ
て
長
く
忘
れ
が
た
い
愉
快
な
出
来
事
で
し
た
」
と
言
っ
た
。
思

う
に
子
遠
は
（
日
頃
）
自
ら
の
権
力
威
勢
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
大
坂
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
の
び
の

び
と
し
た
気
持
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。



五
六

　
【
考
察
】
隠
岐
茱
軒
は
、
片
山
北
海
の
主
催
し
た
混
沌
詩
社
の
一
員
で
あ
り
、
二
洲
と
も
そ
の
席
上
で
知
り
合
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

二
洲
が
上
街
に
塾
を
開
く
と
そ
の
塾
生
と
な
っ
た
。
白
木
氏
は
、
茱
軒
（
子
遠
）
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
書
・

九
二
頁
）。

　
　

子
遠
は
大
阪
の
与よ

力り
き

で
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
九
月
九
日
、
享
年
四
十
七
で
死
ん
で
い
る
が
、
二
洲
は
其
の
墓
誌
で
「
君
少
き

よ
り
学
を
好
み
、
長
じ
て
ま
す
ま
す
篤
し
。
職
に
勤
む
る
の
暇
、
嘗
て
吾
が
徒
に
就
き
て
経
史
を
講
論
す
」
と
記
し
て
い
る
。「
大

阪
名
家
著
述
目
録
」
で
は
、
子
遠
を
「
業
を
片
山
北
海
に
受
く
」
と
記
し
て
あ
る
か
ら
、
嘗
て
は
北
海
に
学
び
、
後
に
二
洲
に
学
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。
子
遠
は
、
二
洲
よ
り
五
才
年
長
の
人
で
あ
る
。
此
の
人
に
し
て
此
の
事
あ
り
。
以
て
二
洲
の
学
徳
を
知
る
べ
き
で

あ
る
。
二
洲
に
敬
事
し
、
二
洲
遊
行
の
際
は
殷
勤
に
保
護
に
努
め
て
い
る
。
二
人
応
酬
の
詩
も
多
い
。　

　

そ
こ
で
、
実
際
に
『
静
寄
軒
集
』
に
あ
た
っ
て
子
遠
関
連
の
作
品
を
列
記
し
て
み
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①
「
和
子
遠
韻
、
子
遠
時
致
仕
二
首
」（
巻
一
）

　
　

②
「
依
韻
和
子
遠
」（
巻
一
）

　
　

③
「
大
井
世
華
宅
看
梅
花
、
分
韻
十
蒸
、
同
篠
安
道
・
隠
子
遠
・
吉
夢
鶴
・
古
林
百
朋
・
田
師
逸
」（
巻
一
）

　
　

④
「
爲
隠
岐
子
遠
、
壽
令
堂
六
十
初
度
、
子
遠
致
仕
已
數
年
」（
巻
二
）

　
　

⑤
「
同
隠
岐
・
志
村
・
松
本
諸
子
、
泛
舟
遊
墨
江
分
韻
」（
巻
二
）

　
　

⑥
「
讀
隠
子
遠
遺
集
」（
巻
三
）

　
　

⑦
「
與
隠
岐
子
遠
書
」（
巻
五
）

　
　

⑧
「
高
田
硯
銘
、
爲
隠
岐
子
遠
」（
巻
十
五
）

　
　

⑨
「
隠
岐
誠
甫
墓
誌
銘
」（
巻
十
七
）



五
七

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

　

こ
れ
を
見
る
と
、
①
の
詩
に
は
「
子
遠　

時
に
致
仕
す
」
と
あ
る
。
詩
の
配
列
等
か
ら
推
し
て
、
隠
岐
子
遠
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

に
、
四
十
一
歳
を
以
て
与
力
の
職
を
辞
し
た
ら
し
い
。
時
に
二
洲
は
三
十
六
歳
。『
静
寄
軒
集
』
に
は
、
基
本
的
に
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）、
二
洲
三
十
四
歳
以
降
の
詩
し
か
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
―
―
実
際
に
は
そ
れ
以
前
に
も
詩
の
贈
答
が
行
わ
れ

た
と
想
像
さ
れ
る
も
の
の
―
―
現
存
す
る
作
品
で
は
、
次
に
紹
介
す
る
①
の
詩
が
、
両
者
の
交
友
を
示
す
最
も
早
期
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　

和
子
遠
韻
、
子
遠
時
致
仕
二
首　
　

子
遠
の
韻
に
和
す
、
子
遠
時
に
致
仕
す　

二
首

　
　

其
一　
　
　
　
　

其
の
一

　

江
湖
與
城
郭　
　

江
湖
と
城
郭
と

　

氣
象
誠
難
同　
　

気
象　

誠
に
同
じ
く
し
難
し

　

堪
笑
控
弦
士　
　

笑
ふ
に
堪
へ
た
り　

控
弦
の
士

　

翻
從
被
髪
翁　
　

翻
従
す　

被
髪
の
翁
に

　
　
　
　

致
仕
…
…
官
を
辞
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

控
弦
士
…
…
弓
の
弦
を
ひ
く
兵
士
。
武
士
の
身
分
で
あ
っ
た
子
遠
を
い
う
。

　
　
　
　

翻
従
…
…
身
を
翻
し
て
従
う
。
子
遠
が
飄
然
と
致
仕
し
、
二
洲
に
付
き
従
っ
た
こ
と
を
い
う
。

　
　
　
　

被
髪
翁
…
…
被
髪
は
、
髪
を
結
ば
ず
、
冠
も
つ
け
な
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
在
野
の
身
分
で
あ
る
二
洲
を
い
う
。



五
八

　
　

其
二　
　
　
　
　

其
の
二

　

被
髪
元
無
伴　
　

被
髪　

元
よ
り
伴と

も

無
し

　

爲
難
與
俗
同　
　

俗
と
同
じ
く
し
難
き
が
為
な
り

　

誰
知
釣
臺
下　
　

誰
か
知
る　

釣
台
の
下

　

今
日
有
兩
翁　
　

今
日　

兩
翁
有
ら
ん
と
は

　
　
　
　

釣
台
…
…
魚
を
釣
る
た
め
の
台
。
在
野
の
気
ま
ま
な
暮
ら
し
の
象
徴
。

　
　
　
　

両
翁
…
…
子
遠
と
二
洲
の
こ
と
。

　　

も
う
一
首
、
二
洲
が
江
戸
に
下
り
昌
平
黌
教
官
と
な
っ
た
後
の
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
秋
に
、
六
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
っ
た
子
遠

の
遺
稿
を
読
ん
で
詠
じ
た
詩
を
と
り
あ
げ
て
お
く
。

　
　

讀
隠
子
遠
遺
集　
　

隠
子
遠
の
遺
集
を
読
む

　

故
人
背
塵
世　
　

故
人　

塵
世
に
背
き

　

幽
魂
今
何
之　
　

幽
魂　

今
何い

づ

く
に
か
之ゆ

く

　

往
事
猶
在
目　
　

往
事　

猶
ほ
目
に
在
り

　

感
歎
讀
遺
詩　
　

感
歎
し
て　

遺
詩
を
読
む

　

巻
中
多
舊
交　
　

巻
中　

旧
交
多
く

　

死
生
一
別
離　
　

死
生　

一い
つ

に
別
離
す

　

羈
官
千
里
外　
　

官
に
羈つ

な

が
る　

千
里
の
外



五
九

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

　

何
堪
搖
落
時　
　

何
ぞ
堪
へ
ん　

搖
落
の
時

　

釋
巻
重
西
望　
　

巻
を
釈お

き
て
重
ね
て
西
望
す
れ
ば

　

秋
風
滿
天
涯　
　

秋
風　

天
涯
に
満
つ

　

六
、
古
賀
精
里
と
の
交
友

　

⑨
〔
一
六
八
〕
古
賀
淳
風
は
佐
賀
藩
の
人
な
り
。
京
師
に
遊
び
、
初
め
福
小
車
に
従
ひ
、
後
に
西
依
成
斎
の
門
に
入
る
。
最
後
に
大
坂

に
寓
す
。
志
尹
の
妹
婿
福
田
某
、
為
に
屋
を
僦か

つ
て
僑
居
せ
し
め
、
志
尹
と
近
か
ら
し
む
。
亦
た
志
尹
の
為
に
謀
る
な
り
。
余
も
亦

た
屢

し
ば
し
ば

往
き
、
疑
義
を
討
論
し
、
燈
を
剪
つ
て
或
い
は
天
明
に
到
る
。

　
　
　
　

古
賀
淳
風
…
…
一
七
五
〇
―
一
八
一
七
年
。
淳
風
は
字
。
名
は
撲
、
通
称
は
弥
助
、
号
は
精
里
。
佐
賀
藩
士
の
子
。
安
永
八
年

佐
賀
藩
に
帰
り
、
藩
校
の
創
立
に
与
り
教
授
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
江
戸
へ
出
、
同
八
年
幕
府
の
儒
員
。

　
　
　
　

京
師
に
遊
び
…
…
安
永
四
年
（
事
実
文
編
・
三
「
精
里
先
生
行
実
」）。

　
　
　
　

福
小
車
…
…
福
井
敬
斎
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
没
、
享
年
未
詳
。
福
は
修
姓
、
小
車
は
字
。
名
は
軏
。
京
都
の
人
。
丹

波
篠
山
藩
儒
、
の
ち
幕
府
の
医
官
。

　
　
　
　

西
依
成
斎
…
…
一
七
〇
二
―
九
七
年
。
名
は
周
行
、
字
は
儀
平
、
号
は
成
斎
。
肥
後
玉
名
郡
の
人
。
上
京
し
て
若
林
強
斎
に
学

び
、
そ
の
家
塾
望
楠
書
院
の
講
主
。

　
　
　
　

最
後
に
大
坂
に
寓
す
…
…
「
以
二
戊
戌
（
安
永
七
年
）
季
夏
一
来
二
寓
于
浪
華
一
、
与
二
余
舎
一
邇
、
往
来
再
熟
」（
静
寄
軒
集
・

三
「
寿
二
古
賀
淳
風
祖
母
岩
田
氏
八
十
一
序
」）。



六
〇

　
　
　
　

福
田
某
…
…
福
田
富
朗
（『
大
阪
訪
碑
録
』
温
洲
尾
藤
翁
墓
）。

　
　
　
　

為
に
屋
を
僦か

つ
て
僑
居
せ
し
め
…
…
「
古
賀
弥
助
事
、
農
人
橋
二
丁
目
に
僑
居
勉
学
ニ
候
、
す
さ
ま
じ
き
学
効
と
被
レ
存
候
、

専
ラ
尾
藤
を
長
と
し
事
フ
ル
也
」（
頼
春
水
在
坂
期
書
簡
・
71
、
安
永
七
年
閏
七
月
五
日
付
）。
二
洲
（
志
尹
）
の
住
所
は

安
永
六
年
二
月
に
順
慶
町
一
丁
目
、
十
二
月
に
「
又
々
宿
替
ニ
候
」
と
あ
り
正
確
に
は
不
明
（
同
書
簡
・
33
、
43
）。

　
　
　
　

余
も
亦
た
屢
往
き
、
疑
義
を
討
論
し
…
…
「
古
賀
、
尾
藤
と
研
究
ニ
て
候
、
此
頃
ハ
此
方
ヲ
た
の
ミ
文
会
ヲ
仕
候
筈
ニ
候
」

（
頼
春
水
在
坂
期
書
簡
・
72
、
安
永
七
年
閏
七
月
十
二
日
付
）。
ま
た
静
寄
軒
集
・
三
「
作
文
会
引
」。

　
【
通
釈
】
古
賀
淳
風
は
佐
賀
藩
の
人
で
あ
る
。
京
都
に
遊
学
し
て
、
初
め
は
福
井
小
車
に
従
っ
て
学
び
、
そ
の
後
西
依
成
斎
に
入
門
し
、

最
後
に
は
大
坂
に
寓
居
し
た
。（
尾
藤
）
志
尹
の
妹
婿
で
あ
る
福
田
某
が
、
彼
の
た
め
に
家
屋
を
借
り
て
仮
住
ま
い
さ
せ
、
志
尹
と
親
し

く
さ
せ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
志
尹
の
た
め
に
考
え
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
わ
た
し
も
ま
た
、
し
ば
し
ば
そ
こ
へ
出
向
き
、
疑
問
点

を
（
三
人
で
）
討
論
し
、（
明
か
り
が
消
え
ぬ
よ
う
）
燈
火
の
芯
を
剪
っ
て
、
夜
明
け
に
到
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

⑩
〔
一
六
九
〕
淳
風
脚
疾
を
患
ふ
。
弟
子
金
丸
東
作
も
亦
た
肥
前
の
人
な
り
。
こ
れ
が
為
に
看
護
す
。
憂
苦
し
て
寝
食
を
安
ん
ぜ
ず
。

淳
風
こ
れ
を
覚
り
、
或
い
は
佯い

つ
は

り
怒
つ
て
以
て
そ
の
意
を
安
ん
ず
。
東
作
猶
ほ
措お

く
能
は
ず
。
時
に
余
と
志
尹
と
に
就
い
て
、
医

治
の
方
を
謀
り
、
淳
風
を
し
て
こ
れ
を
知
ら
し
め
ざ
る
な
り
。
曰
く
。「
吾
云う

ん

云ぬ
ん

す
る
所
以
は
、
師
の
為た
め

国
の
為た
め

学
の
為た
め

な
り
。
即

ち
代
死
す
る
も
亦
た
辞
せ
ざ
る
所
な
り
」
と
。
そ
の
悃こ

ん

愊ぷ
く

斯か

く
の
如
し
。
亦
た
淳
風
の
人
と
為な

り
を
見
る
べ
し
。

　
　
　
　

脚
疾
…
…
「
脚
疾　

カ
ツ
ケ
」（
雑
字
類
編
・
二
）。

　
　
　
　

金
丸
東
作
…
…
名
は
秩
。
安
永
八
年
九
月
精
里
と
と
も
に
西
下
し
た
。
在
坂
中
の
詩
に
「
奉
レ
送
二
春
水
先
生
帰
省
一
序
」（
与



六
一

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

楽
園
叢
書
・
九
十
二
）
が
あ
る
。

　
　
　
　

肥
前
…
…
今
の
佐
賀
県
（
一
部
長
崎
県
）。
／
悃
愊
…
…
ま
ご
こ
ろ
。

　
【
通
釈
】（
古
賀
）
淳
風
が
脚
の
病
気
を
患
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
弟
子
の
金
丸
東
作
も
ま
た
肥
前
（
佐
賀
）
の
人
で
あ
っ
た
が
、
師

（
淳
風
）
の
た
め
に
看
護
し
て
、
う
れ
い
苦
し
み
、
寝
食
を
ま
と
も
に
と
ら
な
か
っ
た
。
淳
風
は
そ
れ
に
気
付
い
た
の
で
、
時
に
は
わ
ざ

と
怒
っ
た
ふ
り
を
し
て
（
元
気
な
様
子
を
見
せ
）
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
東
作
は
な
お
も
放
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
私
と
（
尾
藤
）
志
尹
の
所
に
来
て
、
治
療
の
た
め
の
医
学
的
な
処
方
に
つ
い
て
相
談
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
淳
風
に
は
知

ら
せ
な
か
っ
た
。
彼
が
い
う
に
は
、「
私
が
（
治
療
に
つ
い
て
）
あ
れ
こ
れ
（
努
力
）
す
る
の
は
、
師
の
た
め
、
国
（
肥
前
）
の
た
め
、

学
問
の
た
め
、
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
師
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
死
ぬ
こ
と
す
ら
厭
い
ま
せ
ん
」
と
。
彼
の
真
心
は
こ
れ
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
ま
た
（
師
で
あ
る
）
淳
風
の
人
柄
も
、
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
【
考
察
】
古
賀
精
里
は
、
佐
賀
の
藩
校
・
弘
道
館
の
創
設
に
寄
与
し
た
後
、
幕
府
か
ら
召
喚
さ
れ
て
昌
平
黌
教
授
と
な
り
、
二
洲
や
柴

野
栗
山
と
と
も
に
「
寛
政
の
三
博
士
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
重
要
人
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
が
主
な
対
象
と
す
る
安
永
年
間
に
重

点
を
置
き
な
が
ら
、
精
里
の
生
涯
を
概
観
し
て
お
き
た
い（

８
）。

　

古
賀
精
里
（
名
は
僕
、
字
は
淳
風
）
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
五
〇
）、
佐
賀
藩
の
下
級
武
士
の
子
と
し
て
肥
前
の
国
佐
賀
郡
・（
西
）
古

賀
村
に
生
ま
れ
た
。
父
忠
能
は
、
長
年
（
佐
賀
藩
独
自
の
身
分
で
あ
る
）「
手て

明あ
き

鑓や
り

」
と
い
う
下
級
事
務
職
を
務
め
て
い
た
。
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）、
鍋
島
治
茂
が
第
八
代
佐
賀
藩
主
と
な
る
と
、
藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
藩
中
の
学
識
あ
る
者
に
京
や
大
坂
へ
の
遊
学

（
国
内
留
学
）
を
命
じ
た
が
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）、
二
十
五
歳
の
精
里
は
こ
れ
に
選
抜
さ
れ
て
、
翌
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
冬



六
二

に
は
大
坂
に
到
着
、
半
年
後
、
京
都
に
向
か
っ
た
。
京
に
は
約
二
年
間
滞
在
し
、
福
井
敬
斎
（
小
車
。
幕
府
の
御
典
医
と
し
て
著
名
な
福

井
楓
亭
〔
大
車
〕
の
次
男
。
宋
学
に
も
通
じ
た
）
に
師
事（

９
）。

そ
の
後
、
西
依
成
斎
（
一
七
〇
二
～
一
七
九
七
）
に
師
事
し
て
崎
門
学
（
山

崎
闇
斎
の
学
問
）
を
学
ん
だ
が
、
崎
門
派
は
読
書
を
軽
ん
じ
、
い
た
ず
ら
に
空
理
を
論
じ
て
い
る
と
考
え
て
、
批
判
的
に
見
て
い
た
ら
し

い
（
梅
澤
氏
著
書
・
一
八
頁
）。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
は
京
都
か
ら
大
坂
に
移
っ
た
が
、
こ
こ
で
尾
藤
二
洲
や
頼
春
水
と
出
会
っ

た
の
で
あ
る
。
精
里
は
翌
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
は
佐
賀
に
帰
郷
し
て
い
る
か
ら
、
在
坂
期
間
は
わ
ず
か
に
あ
し
か
け
二
年
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
こ
の
間
に
、
二
洲
や
春
水
ら
と
親
し
く
交
際
し
た
こ
と
が
、
精
里
に
「
朱
子
学
こ
そ
が
正
学
で
あ
る
」
と
確
信
さ
せ
る

に
至
っ
た
決
定
的
な
転
機
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
諸
家
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
『
在
津
紀
事
』
の
二
つ
の
記

事
（
⑨
⑩
）
も
、
安
永
七
年
か
ら
同
八
年
に
か
け
て
、
精
里
が
大
坂
に
滞
在
し
て
い
た
頃
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
帰
郷
の
翌
年

（
安
永
九
年
〔
一
七
八
〇
〕）
に
は
、
佐
賀
藩
の
手
明
鑓
頭
格
と
な
り
、
諸
役
相
談
格
に
抜
擢
さ
れ
て
、
藩
政
の
機
密
に
参
画
。
天
明
元

年
（
一
七
八
一
）
に
は
、
同
年
に
創
設
さ
れ
た
藩
校
・
弘
道
館
の
教
授
に
も
就
任
し
た
（
三
十
二
歳
）。
精
里
は
、「
学
中
規
則
」
を
定
め

「
崎
門
朱
子
学
の
基
本
た
る
白
鹿
洞
書
院
掲
示
を
金
科
玉
条
の
も
の
と
し
た（

（1
（

」
と
い
う
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
は
文
武
頭
取
、
同

四
年
（
一
七
八
四
）
正
月
に
は
「
作
文
会
」
を
設
立
し
た（

（1
（

。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
な
る
と
幕
府
は
林
家
に
対
し
て
「
異
学
の
禁
」

を
通
達
す
る
が
、
精
里
は
そ
の
翌
年
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
藩
主
・
治
茂
の
参
勤
に
従
っ
て
江
戸
に
赴
き
、
翌
四
年
（
一
七
九
二
）

に
は
、
幕
府
の
命
に
よ
り
昌
平
黌
（
昌
平
坂
学
問
所
）
に
て
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
陪
臣
で
は
初
め
て
の
講
経
で
あ
っ
た
。
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
父
の
後
を
継
い
で
手
明
鑓
組
頭
と
な
っ
た
が
、
翌
七
年
（
一
七
九
五
）
七
月
に
は
幕
府
の
御
用
番
か
ら
佐
賀
藩
の
江
戸
留

守
居
に
対
し
て
、
精
里
を
江
戸
に
召
喚
す
る
よ
う
通
達
が
あ
り
、
精
里
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
三
月
二
十
二
日
、
佐
賀
藩
を
出
発

し
、
四
月
二
十
五
日
に
は
江
戸
に
到
着
、
五
月
二
十
八
日
、
昌
平
黌
教
授
と
な
っ
た
。
以
後
、
大
学
頭
・
林
述
斎
の
も
と
で
学
政
を
と

り
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
十
二
月
に
は
、
朝
鮮
通
信
使
へ
の
外
交
儀
礼
を
行
う
た
め
、
正
使
・
林
述
斎
と
と
も
に
副
使
と
し
て
対
馬



六
三

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

に
向
か
う
。
翌
八
年
（
一
八
一
一
）
に
は
韓
使
に
応
接
し
て
、
副
使
の
大
任
を
果
た
し
た
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）、
六
十
八
歳
に

て
没
し
、
江
戸
大
塚
の
先
儒
墓
地
に
儒
葬
さ
れ
た
。
子
に
穀
堂
（
佐
賀
藩
参
政
禄
）、
侗
庵
（
昌
平
黌
教
授
）、
孫
に
茶
渓
（
筑
後
守
・
洋

学
所
頭
取
）
が
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
の
記
事
⑨
〔
一
六
八
〕
の
注
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
精
里
が
大
坂
に
て
二
洲
や
春
水
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
安
永

七
年
（
一
七
七
八
）
の
季
夏
（
六
月
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
二
洲
が
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
塾
を
開
い
て
か
ら
七
年
後
に
あ

た
り
、
二
洲
は
三
十
二
歳
、
精
里
は
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
⑨
の
記
事
は
、
出
会
っ
て
間
も
な
い
頃
の
出
来
事
で
あ
る
が
「
志
尹
の
妹
婿

福
田
某
、
為
に
屋
を
僦か

つ
て
僑
居
せ
し
め
、
志
尹
と
近
か
ら
し
む
」
と
い
う
よ
う
に
、
精
里
と
二
洲
と
の
出
逢
い
は
、
偶
然
の
産
物
で

は
な
く
、
身
内
の
者
の
手
配
に
よ
っ
て
、
速
や
か
に
実
現
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
妹
婿
福
田
某
」
と
あ
る
の
は
、
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
に
姉
が
嫁
し
た
、
大
坂
の
福
田
主
計
富
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う（

（1
（

。『
静
寄
軒
集
』
巻
之
二
に
は
「
和
福
田
富
朗
浦
口
雨
韻
」
詩

が
遺
さ
れ
て
い
る
。
次
の
⑩
〔
一
六
九
〕
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
精
里
は
藩
主
・
治
茂
の
命
に
よ
っ
て
京
坂
に
遊
学
中
の
身
で
あ
り
、

肥
前
の
国
の
将
来
を
担
う
俊
秀
と
目
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
二
洲
の
身
内
が
、
積
極
的
に
両
者
を
引
き
合
わ
せ
る
べ
く
努
力
し

た
こ
と
は
、
納
得
の
行
く
振
る
舞
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
者
は
、
ほ
と
ん
ど
出
会
っ
た
直
後
か
ら
、
す
ぐ
さ
ま
高
度
な
哲
学
的
議
論
を
交

わ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、『
静
寄
軒
集
』
巻
之
五
に
収
載
さ
れ
た
、
二
洲
の
精
里
宛
書
簡
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。「
古
賀
淳
風
に
与
ふ
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
三
通
の
書
簡
は
、
何
れ
も
「
陸
王
学
」（
宋
代
の
陸
象
山
と
、
明
代
の
王
陽
明
の
学
問
）
へ

の
批
判
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
精
里
が
朱
子
学
へ
と
転
向
し
た
、
そ
の
決
定
的
要
因
が
、
二
洲
や
春
水
と
の
出
会
い
に
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
る
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
詳
細
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
第
一
書
簡
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
始
め
ら

れ
て
い
る（

（1
（

。

　
　

昨
日
儼
然
之
臨
、
雖
相
見
之
初
、
其
言
懇
到
、
未
嘗
有
所
挟
焉
、
令
人
亦
自
非
君
故
旧
、
古
人
蓋
恨
相
得
之
晩
、
信
然
。
所
論
閩
洛
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四

及
陸
王
之
学
、
固
非
今
人
所
能
言
也
、
則
識
之
高
、
足
下
誠
超
然
哉
。

　
　
（
昨
日
は
威
儀
を
整
え
て
会
見
に
臨
ま
れ
、
最
初
の
出
会
い
な
の
に
、
あ
な
た
の
御
言
葉
は
懇ね

ん
ご

ろ
で
行
き
届
い
て
お
り
、
少
し
も
差

し
挟
む
も
の
が
な
く
、
あ
な
た
が
古
く
か
ら
の
知
り
合
い
で
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。
昔
の
人
が
、
出
会
う
の
が

遅
か
っ
た
と
恨
む
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
し
た
。
あ
な
た
は
、
朱
子
・
程
子
の
学
と
陸
象
山
・
王
陽
明

の
学
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
近
頃
の
人
が
と
て
も
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
、
あ
な
た
の
識
見
の
高
さ

は
、
並
の
水
準
を
遥
か
に
超
え
出
て
い
ま
す
。）

　

先
の
『
在
津
紀
事
』
⑨
の
記
事
の
最
後
で
、
春
水
が
「
余
も
亦
た
屢

し
ば
し
ば

往
き
、
疑
義
を
討
論
し
、
燈
を
剪
つ
て
或
い
は
天
明
に
到
る
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
精
里
は
こ
の
時
期
に
、
二
洲
や
春
水
と
徹
底
し
た
議
論
を
交
わ
す
こ
と
で
、
次
第
に
朱
子
学
が
正
当
で
あ
る
こ

と
へ
の
確
信
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
精
里
が
二
洲
ら
と
出
会
っ
た
、
こ
の
安
永
七
年
か
ら
八
年
と
い
う
時
期
は
、
二
洲
が
ま
さ
に

『
正
学
指
掌
』（
安
政
八
年
九
月
、
初
稿
成
る
）
を
執
筆
し
完
成
さ
せ
た
時
期
に
当
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
二
洲
の
熱
情
と

確
信
が
、
精
里
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
二
洲
と
精
里
、
そ
し
て
春
水
は
、
実
に
、
こ
れ
以
上
は
望
め
な
い
と

い
う
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
出
会
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。



六
五

『
在
津
紀
事
』
に
見
る
尾
藤
二
洲

　
　

注

（
１
）「『
在
津
紀
事
』
の
尾
藤
二
洲
―
在
坂
前
期
に
お
け
る
春
水
・
北
海
・
履
軒
と
の
交
友
」「
人
文
学
論
叢
」
13
号
（
愛
媛
大
学
人
文
学
会
・
二
〇
一
二
年
）
参

照
。

（
２
）『
在
津
紀
事
』
の
底
本
は
、
多
治
比
郁
夫
・
中
野
三
敏
校
注
『
当
代
江
戸
百
物
語 

在
津
紀
事 

仮
名
世
説
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
97
・
二
〇
〇
〇
年
、
岩

波
書
店
）
を
用
い
た
。

（
３
）
語
注
は
、
底
本
に
掲
載
す
る
多
治
比
郁
夫
の
注
釈
を
引
用
し
た
が
、
※
印
を
付
し
た
も
の
は
、
諸
田
に
よ
る
補
注
で
あ
る
。

（
４
）
白
木
豊
著
『
尾
藤
二
洲
伝
』（
昭
和
五
四
年
・
尾
藤
二
洲
伝
頒
布
会
）
二
五
六
頁
。

（
５
）『
静
寄
軒
集
』
の
原
文
は
、『
詩
集 

日
本
漢
詩 

第
七
巻
』（
一
九
八
七
年
・
汲
古
書
院
）
に
拠
っ
た
。
訓
読
の
み
を
掲
げ
る
場
合
も
底
本
と
校
合
し
た
が
、
そ

の
際
、
当
該
の
文
章
が
前
掲
し
た
白
木
氏
の
著
作
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
白
木
氏
の
補
記
も
含
め
て
参
照
し
た
。

（
６
）
こ
の
注
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
本
文
お
よ
び
語
注
に
よ
っ
て
諸
田
が
補
筆
し
た
。

（
７
）『
木
村
蒹
葭
堂
の
サ
ロ
ン
』（
二
〇
〇
〇
年
・
新
潮
社
）
三
二
六
頁
。（ 

）
内
は
、
諸
田
に
よ
る
補
足
。
な
お
、『
在
津
紀
事
』
の
訓
読
は
底
本
に
よ
り
修
訂
し

た
。

（
８
）
古
賀
精
里
の
生
平
に
つ
い
て
は
、
主
に
梅
澤
秀
夫
著
『
早
す
ぎ
た
幕
府
御
儒
者
の
外
交
論 

古
賀
精
里
・
侗
庵
』（
肥
前
佐
賀
文
庫
003
・
出
門
堂
・
二
〇
〇
八

年
）
を
参
照
し
た
。

（
９
）
一
説
で
は
、
御
典
医
で
珍
籍
書
画
の
大
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
著
名
な
福
井
榕
亭
（
一
七
五
三
―
一
八
四
四
、
福
井
楓
亭
の
長
男
）
に
師
事
し
朱
子
学
を
学
ん

だ
と
も
い
う
（
前
掲
『
詩
集 

日
本
漢
詩 

第
七
巻
』「
精
里
集
抄
」
解
題
）。

（
10
）『
詩
集 

日
本
漢
詩 

第
七
巻
』「
精
里
集
抄
」
解
題
。

（
11
）
お
そ
ら
く
、
在
坂
期
に
二
洲
や
春
水
ら
と
定
期
的
に
開
催
し
て
い
た
「
作
文
会
」
を
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
応
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
在
坂
期
の
「
作
文
会
」

に
つ
い
て
は
、
白
木
氏
の
著
書
九
五
～
九
六
頁
参
照
。

（
12
）
白
木
前
掲
書
年
表
参
照
。
ま
た
、『
静
寄
軒
集
』
巻
之
十
「
闇
叔
年
譜
」
に
も
「
一
姉
有
り
、
浪
華
の
福
田
氏
に
嫁
ぐ
」
と
。

（
13
）
訳
文
は
梅
澤
氏
の
著
書
に
拠
っ
た
。




